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創
刊
に
あ
た
っ
て 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

  
 

法
華
コ
モ
ン
ズ
佛
教
学
林 

学
林
長 

布
施 

義
高 

法
華
コ
モ
ン
ズ
佛
教
学
林
は
、「
日
蓮
門
下
の
次
代
の
担
い
手
」、
そ
し
て
、
法
華
信
仰
に
生
き
る
全
て
の
人
た

ち
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
「
開
か
れ
た
学
び
の
場
」
で
す
。 

 
 

当
学
林
の
前
身
で
あ
る
東
洋
大
学
教
授
・
西
山
茂
先
生
（
現
・
同
大
学
名
誉
教
授
）
が
主
宰
さ
れ
た
本
化
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
研
究
会
（
澁
澤
光
紀
事
務
局
長
）
は
、「
日
蓮
仏
教
の
再
歴
史
化
（
蘇
生
）」
を
目
標
に
各
分
野
の
専
門

家
を
順
次
講
師
に
お
招
き
し
、
極
め
て
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
教
理
面
、
実
践
面
の
探
求
を
志
し
た
研
究
会
で
し
た
。

同
研
究
会
は
、
そ
の
理
念
の
継
承
を
法
華
コ
モ
ン
ズ
に
託
し
、
平
成
二
十
七
年
、
十
一
年
間
の
活
動
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
同
研
究
会
の
活
動
が
愈
々
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
頃
、
全
日
蓮
聖
人
門
下
規
模
で
諸
研
究
者
を
執
筆
陣

と
し
て
平
成
の
日
蓮
聖
人
研
究
の
集
大
成
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
春
秋
社
を
舞
台
に
始
動
し
、
平
成
二
十
五

年
に
『
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
』
全
五
巻
の
刊
行
が
成
り
ま
し
た
。
こ
の
日
蓮
教
団
史
上
に
お
け
る
画
期
的
出
版
の
編
集
・

刊
行
に
、
法
華
仏
教
研
究
会
（
花
野
充
道
主
宰
）、
福
神
研
究
所
（
上
杉
清
文
所
長
）
共
々
、
大
き
く
貢
献
し
た

グ
ル
ー
プ
の
一
つ
が
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
だ
っ
た
の
で
す
。 

 
 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
は
、
こ
の
流
れ
を
汲
む
形
で
、
初
代
理
事
長
に
西
山
茂
先
生
、
副
理
事
長
に
佐
古
弘

文
先
生
（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
日
御
遷
化
）、
事
務
局
長
に
澁
澤
光
紀
先
生
が
就
任
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年

四
月
に
船
出
し
ま
し
た
。
御
陰
様
で
、
本
学
林
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
以
来
、
以
下
の
講
座
を
開
講
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
（
講
師
敬
称
略
。
☆
は
現
在
開
講
中
）。   

【
集
中
講
座
】
現
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
の
可
能
性
（
末
木
文
美
士
）
／
日
蓮
聖
人
と
そ
の
時
代
（
佐
藤
弘
夫
）

／
近
代
仏
教
研
究
の
最
前
線
！
（
大
谷
栄
一
、
近
藤
俊
太
郎
、
碧
海
寿
広
）
／
鎌
倉
仏
教
と
『
五
輪
九
字
明
秘
密

釈
』
（
廣
澤
隆
之
、
末
木
文
美
士
、
鎌
田
東
二
、
花
野
充
道
）
／
日
隆
教
学
の
形
成
と
特
色
（
大
平
宏
龍
） 

【
法
華
仏
教
講
座
】
関
戸
堯
海
、
三
浦
和
浩
、
三
輪
是
法
、
松
森
秀
幸
、
花
野
充
道
、
坂
井
法
曄 

【
通
常
講
座
】
イ
ン
ド
の
『
法
華
経
』
を
読
む
（
苅
谷
定
彦
）
／
日
蓮
教
学
史
と
諸
問
題
（
布
施
義
高
）
／
日

蓮
教
学
と
中
古
天
台
教
学
の
検
討
（
花
野
充
道
）
／
『
法
華
玄
義
』
講
義
（
菅
野
博
史
）
／
日
蓮
聖
人
教
学
の

基
礎
（
庵
谷
行
亨
）
／
日
蓮
聖
人
遺
文
研
究
（
都
守
基
一
）
／
初
期
仏
教
研
究
―
仏
滅
年
代
論
・
経
典
の
成
立

―
（
池
上
要
靖
）
／
イ
ン
ド
の
『
法
華
経
』
―
ホ
ン
ト
の
『
法
華
経
』）
を
求
め
て
（
苅
谷
定
彦
）
／
日
蓮
聖
人

の
ご
真
蹟
を
拝
す
（
山
上
弘
道
）
／
『
吾
妻
鏡
』
と
鎌
倉
仏
教
（
菊
地
大
樹
）
／
日
蓮
聖
人
の
宗
教
的
自
覚
を

め
ぐ
る
諸
問
題
（
間
宮
啓
壬
）
／
☆
歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教
―
鎌
倉
時
代
を
射
程
に
入
れ
て
（
菊
地
大



 

 

                        

   

松
本
史
郎
先
生
講
座 

「『
法
華
経
』の
仏
教
思
想
を
読
む
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

武
川
清
明 

 
 

『
法
華
経
』
は
複
数
の
教
団
に
お
い
て
重
要
経
典
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
が
、
文
献
学
的
に
読
解
し
よ
う
と
す
る
と
非
常

に
厄
介
な
経
典
で
も
あ
り
ま
す
。 

漢
訳
で
は
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
他
、
竺
法
護

訳
『
正
法
華
経
』、
闍
那
崛
多
・
達
摩
笈
多
訳
『
添
品
妙
法
蓮

華
経
』
が
現
存
し
、
梵
本
も
近
代
に
校
訂
さ
れ
た
も
の
を
含

め
複
数
存
在
し
ま
す
。 

松
本
先
生
は
こ
れ
ら
の
『
法
華
経
』
を
精
読
さ
れ
た
う
え

で
、
出
現
す
る
単
語
や
文
章
の
精
査
に
よ
り
、『
法
華
経
』
内

の
新
古
層
と
執
筆
者
の
意
図
を
炙
り
出
し
、
後
代
に
お
け
る

付
与
と
そ
の
目
的
が
「
仏
乗
か
ら
大
乗
へ
の
思
想
的
立
場
の

変
更
、
ま
た
は
一
乗
真
実
説
か
ら
三
乗
真
実
説
へ
の
変
更
」

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
・
非
主
知
的
立
場
か
ら
の
『
仏
智
』
の

神
秘
化
」
「
当
時
の
一
般
民
衆
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
価
値
観
）

に
向
け
た
仏
陀
の
人
格
の
熱
烈
的
讃
仰
の
追
加
」
で
あ
る
と

し
て
、
そ
れ
ら
の
考
察
を
示
し
て
頂
く
講
義
と
な
り
ま
す
。 

 

第
１
回
「『
法
華
経
』
の
段
階
的
成
立
と
「
方
便
品
」
の
意

義
」
で
は
、「
方
便
品
」
散
文
部
分
で
は
「
一
乗
＝
仏
乗
」
を

説
い
て
い
る
が
、「
譬
喩
品
」
で
は
「
方
便
品
」
散
文
部
分
で

用
い
ら
れ
な
か
っ
た
「
菩
薩
」
や
「
大
乗
」
と
い
っ
た
単
語 

              

が
現
れ
、「
声
聞
で
あ
る
舎
利
弗
が
実
は
過
去
世
で
菩
薩
行
を

行
じ
た
菩
薩
で
あ
る
た
め
に
授
記
が
さ
れ
る
」
と
い
う
理
解

を
付
与
し
、
一
切
衆
生
が
成
仏
で
き
う
る

 

〝
仏
乗
〟
か
ら
菩

薩
の
み
が
成
仏
で
き
る
〝
大
乗
〟
へ
の
思
想
的
変
更
を
行
う

目
的
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、「
方
便
品
」
の
韻
文
部
分
も
、
散
文
部
分
に
は
な
い
「
菩

薩
」
「
大
乗
」
の
他
、
「
小
乗
」
や
そ
の
他
の
差
別
的
な
単
語

が
用
い
ら
れ
、
ま
た
「
方
便
品
」
散
文
部
分
の
記
述
・
意
図

か
ら
合
致
し
な
い
内
容
で
あ
る
た
め
、
後
の
成
立
と
思
わ
れ

る
と
い
っ
た
概
要
を
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

第
２
回
「「
方
便
品
」
の
読
解
「
一
乗
」
と
「
仏
乗
」
の
意

味
」
で
は
、「
方
便
品
」
に
お
い
て
仏
陀
が
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ

に
説
い
た
「
仏
智
」
の
記
述
が
パ
ー
リ
仏
典
を
下
敷
き
と
し

て
い
る
こ
と
、
声
聞
に
と
っ
て
「
難
見
」「
難
悟
」
の
理
由
が
、

開
催
講
座
の
現
況 

樹
）
／
☆
『
法
華
経
』『
法
華
文
句
』
講
義
（
菅
野
博

史
）
／
☆
『
法
華
経
』
の
仏
教
思
想
を
読
む
（
松
本
史

朗
） 

 

一
般
聴
講
者
の
み
な
ら
ず
、
専
門
家
の
関
心
さ
え
を
も

集
め
る
画
期
的
な
講
座
の
数
々
が
開
講
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
是
等
全
て
の
講
座
を
毎
年
繰
り
返

し
開
設
し
、
よ
り
多
く
の
聴
講
者
に
講
師
の
生
の
声
を
お

届
け
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
当

方
の
自
転
車
操
業
的
な
財
政
事
情
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
理

想
は
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
斯
界
の
現
況
に
鑑
み
た
画

期
性
を
持
つ
講
座
を
半
年
（
月
一
回
）
開
催
、
あ
る
い
は

半
日
乃
至
一
日
集
中
講
座
と
い
う
単
位
で
随
時
開
設
し
、

都
度
で
き
る
だ
け
多
く
の
聴
講
者
を
募
る
ス
タ
イ
ル
で

学
林
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。 

  

そ
う
し
た
中
、
こ
の
春
、
庵
谷
行
亨
先
生
の
講
座
を
叢

書
第
一
巻
と
し
て
電
子
書
籍
版
で
上
梓
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
需
要
に
応
え
、
優
れ
た
講
座
記
録
を

積
極
的
に
出
版
し
た
い
意
向
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

よ
り
理
想
的
な
学
林
運
営
体
制
の
確
立
を
目
指
し
鋭
意

努
力
し
て
い
ま
す
。 

  

そ
し
て
、
本
年
度
か
ら
は
賛
助
会
員
を
広
く
募
っ
て
皆

様
の
ご
協
力
を
仰
が
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

  

法
華
コ
モ
ン
ズ
佛
教
学
林
で
は
引
き
続
き
順
次
、
日
蓮

門
下
各
方
面
ま
た
仏
教
界
の
巨
匠
に
御
登
壇
頂
き
、
受
講

者
や
叢
書
読
者
に
最
良
の
勉
学
の
糧
を
供
し
て
い
き
た

い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。 

  

皆
様
に
当
学
林
へ
の
今
後
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
蕪
辞
な
が
ら
コ
モ
ン
ズ
通
信
創

刊
の
辞
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。  
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過
去
世
か
ら
連
綿
と
修
行
を
続
け
て
い
た
仏
陀
と
、
修
行
期

間
が
最
長
で
も
「
四
十
余
年
」
と
な
る
声
聞
を
比
較
し
て
、

修
行
・
聞
法
の
期
間
の
長
短
に
も
と
づ
い
た
結
果
で
あ
る
と

い
う
合
理
的
な
考
え
方
が
見
ら
れ
る
と
解
説
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、「
方
便
品
」
散
文
部
分
に
お
い
て
は
無
上
正
覚
を

得
る
も
の
と
〝
な
る
で
あ
ろ
う
〟
と
説
か
れ
、
無
上
正
覚
を

得
て
成
仏
す
る
の
は
即
時
に
で
は
な
く
、
未
来
の
時
点
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
と
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

第
３
回
「
「
譬
喩
品
」
の
読
解
「
大
乗
」
と
「
菩
薩
」
の
意

味
」
で
は
、
イ
ン
ド
仏
教
史
上
の
歴
史
的
順
序
、
つ
ま
り
ま

ず
声
聞
の
教
え
が
あ
り
、
次
に
菩
薩
の
教
え
が
大
乗
と
し
て

説
か
れ
、
声
聞
の
教
え
が
小
乗
と
し
て
貶
め
ら
れ
た
後
に
「
一

乗
」
＝
「
仏
乗
」
を
説
く
『
法
華
経
』
が
成
立
し
た
と
い
う
、

三
段
階
の
時
間
的
順
序
は
「
譬
喩
品
」
散
文
部
分
の
作
者
に

は
な
く
、
〝
『
法
華
経
』
出
現
以
前
（
小
乗
）
〟
と
、
〝
『
法

華
経
』
出
現
以
後
（
大
乗
）
〟
に
、
時
間
と
説
法
を
二
分
化

す
る
こ
と
で
、「
一
乗
」
＝
「
大
乗
」
と
す
る
こ
と
を
意
図
し

た
と
考
え
ら
れ
る
と
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
「
譬
喩

品
」
で
は
他
に
も
「
菩
薩
た
ち
だ
け
を
教
化
す
る
」
と
い
っ

た
、
〝
無
上
正
覚
に
向
け
て
、
菩
薩
だ
け
を
教
化
し
、
声
聞

は
教
化
し
な
い
〟
と
い
う
〝
大
乗
主
義
〟
が
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

『
法
華
経
』
に
新
古
層
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
読
む
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
解
釈
・
理
解
を
目
の

前
に
突
き
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
松
本
先
生

の
講
義
は
聴
講
生
一
同
に
と
っ
て
非
常
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。 

丹
念
な
研
究
成
果
の
一
部
を
開
陳
し
て
下
さ
っ
た
松
本
先

生
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
講
義
に
も
期

待
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
残
り
回
数
も
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
聴
講
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  
 
  
                      

菊
地
大
樹
先
生
講
座 

「歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教
① 

 

―
鎌
倉
時
代
を
射
程
に
入
れ
て
―
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

報
告 

山
名
隆
年 

毎
月
第
三
火
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
よ
り
行
わ
れ
て
い
る

菊
地
先
生
の
講
義
で
は
、
飛
鳥
時
代
の
五
三
八
年
頃
に
朝
鮮

半
島
か
ら
入
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
仏
教
が
、
日
本
国
内
に
あ

っ
た
山
岳
信
仰
に
、
ど
の
様
に
浸
透
し
て
い
き
、
そ
の
後
に

奈
良
→
平
安
→
鎌
倉
時
代
へ
と
移
り
ゆ
く
中
で
、
そ
の
時
代

背
景
や
、
時
系
列
ご
と
に
特
に
関
係
の
あ
っ
た
人
物
が
、
国

家
体
制
と
ど
の
様
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
た
の
か
な
ど
、
そ

の
裏
付
け
と
な
る
当
時
の
膨
大
な
文
献
資
料
を
参
考
に
歴
史

を
紐
解
い
て
い
く
作
業
を
、
学
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

菊
地
先
生
に
よ
る
前
回
の
講
座
「
鎌
倉
仏
教
と
吾
妻
鏡
」

で
は
、
道
元
、
法
然
、
日
蓮
と
い
っ
た
鎌
倉
仏
教
の
中
心
的

人
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
信
念
に
従
い
、
国
家
権
力
と

相
対
す
る
な
か
、
そ
の
狭
間
で
は
様
々
な
や
り
取
り
が
あ
っ

た
こ
と
を
御
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
講
義
の
中
で
よ

く
よ
く
文
献
自
体
の
性
格
を
見
て
い
く
と
、
例
え
ば
鎌
倉
時

代
の
記
録
文
献
の
代
表
格
と
さ
れ
て
い
る
「
吾
妻
鏡
」
で

は
、
欠
落
し
て
い
る
出
来
事
の
記
述
が
幾
つ
か
見
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
日
蓮
聖
人
が
安
国
論
を
上
奏
し
た
際
の
北
条
幕
府

の
対
応
等
の
記
録
が
、
何
も
な
か
っ
た
の
か
の
様
に
記
述
自

体
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
事
を
考
え
る
と
、
国
家(

鎌
倉

幕
府)

に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
部
分
の
記
録
は
残
さ
な
い
、

と
い
う
様
な
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
時
代
の
記
録
文
献
を
参
考
に
す
る
場
合
、
そ
の

文
献
の
み
を
採
用
し
て
、
文
書
全
体
の
記
述
を
判
断
を
す
る

の
で
は
な
く
、
例
え
ば
鎌
倉
方
面
と
は
反
対
に
、
朝
廷
の
置

か
れ
て
い
た
京
都
方
面
の
当
時
の
文
献
な
ど
も
参
考
に
視
野

に
入
れ
、
時
系
列
ご
と
に
比
較
対
照
を
し
な
が
ら
歴
史
を
み

て
い
か
な
く
て
は
、
実
際
の
出
来
事
と
は
随
分
掛
け
離
れ
た

見
方
に
な
り
か
ね
な
い
為
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来

へ
と
、
歴
史
が
ど
の
様
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
見
る
に 
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は
、
歴
史
の
始
ま
り
と
い
う
導
入
部
分
を
、
確
り
と
抑
え
た

上
で
検
討
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
学

ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

今
回
の
講
義
で
は
、
鎌
倉
仏
教
よ
り
更
に
遡
り
日
本
宗
教

の
歴
史
の
導
入
部
分
を
一
度
お
さ
ら
い
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
宗
教
の
始
ま
り
と
な
る
山
岳
信
仰
な
ど
で
は
、
修
行
の
み

を
行
う
行
者
自
身
が
、
や
が
て
国
家
の
政
策
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
き
、
管
理
と
統
制
と
い
っ
た
制
限
を
受
け
る
よ
う
に

な
る
歴
史
が
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
仏
教
と
人
々
が
、
ど
う
い

っ
た
経
緯
を
経
て
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
知
る
上
で
、
仏

教
の
伝
来
と
、
律
令
制
な
ど
の
中
国
文
化
を
日
本
国
家
が
取

り
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
政
治
に
反
映
さ
せ
、
新
し
い
「
国

家
と
し
て
の
宗
教
」
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の

反
対
に
、
「
大
衆
や
民
族
か
ら
み
た
宗
教
と
政
治
」
と
い
っ

た
二
つ
の
観
点
か
ら
見
て
い
く
事
も
前
提
に
し
な
が
ら
、
日

本
国
内
の
宗
教
が
古
代
か
ら
中
世
、
そ
し
て
中
世
か
ら
近
代

へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
過
程
を
窺
う
な
か
で
、
実
際
に
あ

っ
た
出
来
事
が
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
展
開
さ
れ
、
更
に
変
化

し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
詳
し
く
学
ん
で
い
け
る

画
期
的
な
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

当
法
華
コ
モ
ン
ズ
の
顧
問
で
あ
り
ま
す
、
西
山 

茂 

先
生

は
じ
め
、
ま
た
当
学
林
長
で
も
あ
り
ま
す
、
布
施 

義
高 

先

生
は
、
当
会
発
足
時
か
ら
『
門
流
の
垣
根
を
越
え
て
の
議

論
』
を
常
々
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
華
コ
モ
ン
ズ
佛
教

学
林
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
蓮
門
下
の
将
来
に
、
「
大
き
な
風

穴
を
開
け
る
！
」
そ
ん
な
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
！
と
思
う
今

日
で
す
。 

私
も
、
「
法
華
コ
モ
ン
ズ
佛
教
学
林
」
を
ご
縁
に
、
ス
タ

ッ
フ
の
一
員
と
し
て
、
皆
様
の
お
手
伝
い
さ
せ
て
戴
け
た
ら

幸
い
に
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

引
続
き
の
御
聴
講
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

菅
野
博
史
先
生
講
座 

「『
法
華
経
』
『法
華
文
句
』
講
義
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 
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田
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広 

 
 

法
華
コ
モ
ン
ズ
佛
教
学
林
で
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
二

十
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
二
十
六
日
ま
で
の
二
年
間
に

わ
た
っ
て
、
菅
野
博
史
先
生
に
よ
る
「『
法
華
玄
義
』
講
義
」

（
全
二
十
四
講
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
中
国
仏
教
思
想

史
な
ら
び
に
天
台
教
学
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
第
一
人
者
と

し
て
名
だ
た
る
菅
野
先
生
の
「『
法
華
玄
義
』
講
義
」
と
い
う

こ
と
で
、
日
蓮
門
下
各
門
流
か
ら
の
受
講
者
は
も
と
よ
り
日

蓮
門
下
以
外
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
「『
法
華
玄
義
』
講
義
」
を
受
講
さ
れ
た
方
か
ら
、「
今

回
の
『
法
華
玄
義
』
の
講
義
が
終
了
し
た
ら
、
ぜ
ひ
次
は
菅

野
先
生
に
『
法
華
文
句
』
の
講
義
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
要
望
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
要
望

に
応
え
る
か
た
ち
で
平
成
三
十
年
四
月
か
ら
、
菅
野
先
生
に

よ
る
「『
法
華
経
』
『
法
華
文
句
』
講
義
」
を
開
講
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。 

本
講
義
は
、
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
法
華
文
句
』Ⅰ
～Ⅳ

（
第

三
文
明
社
）
の
本
文
を
繙
き
な
が
ら
、
天
台
大
師
の
『
法
華

経
』
解
釈
を
解
読
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
「
注
釈
書
読
み
の

経
典
知
ら
ず
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
『
法
華
経
』
（
プ
リ
ン

ト
に
て
配
布
）
も
あ
わ
せ
て
読
ん
で
い
き
ま
す
。
お
そ
ら
く

昨
今
に
お
い
て
、『
法
華
文
句
』
の
全
文
を
地
道
に
読
み
進
め

な
が
ら
、
精
緻
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
は
非
常
に
少
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
日
蓮
教
学
お
よ
び
天
台
教
学
を
修

学
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
垂
涎
の
講
義
だ
と
思
い

ま
す
。 

第
一
回
目
（
四
月
二
十
三
日
）
の
講
義
で
は
、
「『
法
華
文

句
』
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
と
題
し
、『
法
華
経
』
な
ら
び
に
『
法
華

文
句
』
に
つ
い
て
の
概
略
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、

『
法
華
経
』
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
、
塩
田
義
遜
氏
の
考
証

を
紹
介
し
つ
つ
現
存
す
る
『
法
華
経
』
の
解
説
を
行
い
、
次

い
で
中
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
注
釈
書
に
つ
い
て
、
竺

道
生
の
『
妙
法
蓮
華
経
疏
』
や
光
宅
寺
法
雲
の
『
法
華
義
記
』、 
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吉
蔵
の
『
法
華
玄
論
』
『
法
華
義
疏
』
『
法
華
遊
意
』
な
ど
を

詳
解
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
『
法
華
文
句
』
に
つ
い
て
、
佐

藤
哲
英
氏
と
平
井
俊
榮
氏
の
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
『
法
華
文

句
』
の
成
立
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、『
法
華
経
』
の
分

科
（
一
経
三
段
・
二
経
六
段
）
に
つ
い
て
、
四
種
釈
（
因
縁

釈
・
約
教
釈
・
本
迹
釈
・
観
心
釈
）
に
つ
い
て
の
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

第
二
回
目
（
五
月
二
十
八
日
）
か
ら
は
、
実
際
に
テ
キ
ス

ト
を
読
み
進
め
な
が
ら
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
序
」
と

「
品
」
の
意
義
や
、『
法
華
経
』
全
体
の
分
科
に
つ
い
て
、
廬

山
龍
師
や
中
興
寺
僧
印
、
そ
し
て
光
宅
寺
法
雲
な
ど
の
先
師

の
説
に
つ
い
て
解
説
、
最
後
に
天
台
大
師
の
説
で
あ
る
一
経

三
段
と
二
経
六
段
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
回
目
（
六
月
十
八
日
）
は
、
テ
キ
ス
ト
の
十
二
頁
か

ら
二
十
頁
ま
で
を
読
み
進
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
主
に
四

種
釈
（
因
縁
釈
・
約
教
釈
・
本
迹
釈
・
観
心
釈
）
に
つ
い
て

の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
機
根
お

よ
び
感
応
思
想
に
つ
い
て
の
解
説
や
、「
本
迹
」
な
ら
び
に
「
方

便
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
菅
野
先
生
な
ら
で
は
の
詳
し
い
解

説
が
随
所
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、「
『
法
華
経
』『
法
華
文
句
』
講
義
」
が
開
講
さ
れ
る

日
の
、
十
五
時
か
ら
同
会
場
に
お
い
て
、「
福
神
研
究
所
」
主

催
に
よ
る
、
菅
野
先
生
の
「『
摩
訶
止
観
』
講
義
」
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
『
摩
訶
止
観
』
の
本
文
を
読
み
進

め
て
い
く
講
義
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
「
二
十
五
方

便
」
を
読
み
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
受
講
料
は
一
回
二

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

《
半
日
集
中
講
座
》 

大
平
宏
龍 

先
生 

「日
隆
教
学
の
形
成
と
特
色
」 
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平
成
三
〇
年
六
月
一
六
日
（
土
）、
新
宿
・
常
圓
寺
様
祖
師

堂
に
お
い
て
、
大
平
宏
龍
先
生
に
よ
る
半
日
集
中
講
座
「
慶

林
日
隆
教
学
の
形
成
と
特
色
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

慶
林
坊
日
隆
（
一
三
八
五
〜
一
四
六
四
）
は
、「
本
門
八
品

上
行
所
伝
本
因
下
種
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
教
学
を
打
ち

立
て
、
室
町
時
代
を
代
表
す
る
勝
劣
派
の
学
匠
と
し
て
知
悉

さ
れ
る
。
そ
の
教
学
は
八
品
門
流
教
学
の
礎
と
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
形
で
他
門
流
の
教
学
に
も
甚
大
な
影
響
を

与
え
、
日
蓮
教
学
史
上
も
っ
と
も
脚
光
を
浴
び
る
大
学
匠
の

一
人
で
あ
る
。 

  

そ
の
日
隆
教
学
の
専
門
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
興
隆
学

林
専
門
学
校
学
林
長
・
大
平
先
生
か
ら
、
最
先
端
の
研
究
成

果
を
直
接
ご
教
授
頂
け
る
得
難
い
機
会
と
あ
っ
て
、
当
日
の

聴
講
者
は
、
日
隆
門
流
関
係
者
を
は
じ
め
、
一
線
で
活
躍
す

る
法
華
教
学
・
日
蓮
教
学
研
究
者
か
ら
一
般
聴
講
者
ま
で
含

め
て
、
実
に
六
〇
名
近
く
に
及
ん
だ
。 

 

講
義
開
始
直
前
に
、
西
山
茂
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

大
平
先
生
が
西
山
理
事
長
に
歩
み
寄
っ
て
握
手
を
交
わ
さ
れ
、

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
て
講
義
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

講
義
は
、
前
半
二
時
間
、
途
中
休
憩
を
三
〇
分
程
挟
ん
で

後
半
二
時
間
と
計
四
時
間
に
亘
り
、
極
め
て
ハ
イ
レ
ヴ
ェ
ル

で
密
度
の
濃
い
半
日
集
中
講
座
と
な
っ
た
。 

 

内
容
的
に
は
、
先
ず
日
隆
教
学
に
お
け
る
『
観
心
本
尊
抄
』

の
位
置
づ
け
、『
観
心
本
尊
抄
』
全
体
の
見
方
、
そ
の
解
釈
の

特
色
と
変
遷
（
法
体 

二
重
説
→
法
体
三
重
説
）
と
い
う
視
点

か
ら
切
り
込
ま
れ
、
教
学
確
立
期
以
降
の
『
観
心
本
尊
抄
』

解
釈
の
特
色
と
し
て
、
法
体
三
重
説
に
立
っ
た
唯
一
題
目
に

よ
る
成
仏
義
、
結
文
の
重
視
、
上
行
付
嘱
の
教
義
の
重
視
、

上
行
付
嘱
と
本
尊
義
、
三
益
論
中
心
の
教
義
、
三
五
実
説
の

視
点
、
本
門
流
通
の
立
場
の
重
視
な
ど
、
貴
重
な
所
見
の
数
々

を
ご
教
示
頂
い
た
。 

 

ま
た
、「
日
隆
教
学
の
諸
相
と
特
色
」
と
し
て
、
日
蓮
遺
文

を
能
眼
能
照
、
天
台
教
籍
を
所
眼
所
照
と
す
る
立
場
を
貫
き

な
が
ら
、
そ
の
厖
大
な
著
作
（
一
八
部
二
七
四
巻
）、
抄
録
・

覚
書
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
所
持
の
法
華
経
や
著
作

の
成
立
史
的
・
主
題
別
の
分
類
な
ど
、
先
生
の
長
年
の
研
鑽

成
果
を
次
々
と
明
快
に
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

次
い
で
、
日
隆
教
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、『
観
心
本
尊

抄
』
を
頂
点
と
し
、
就
中
、
結
文
を
重
視
し
な
が
ら
、
日
蓮

遺
文
と
原
始
天
台
の
捉
え
方
に
外
宜
迹
面
と
内
鑑
本
密
の
二

面
を
洞
察
し
、
原
始
天
台
と
日
本
中
古
天
台
の
相
違
性
や
日

蓮
遺
文
と
日
本
中
古
天
台
の
相
違
性
に
つ
い
て
も
細
か
な
検

討
を
加
え
た
と
こ
ろ
に
特
徴
を
見
出
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
日

隆
の
教
学
方
法
論
の
由
来
を
解
説
さ
れ
、
中
で
も
、
日
蓮
義

を
始
覚
義
・
相
待
妙
偏
重
と
批
判
す
る
天
台
宗
側
に
抗
し
て

打
ち
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
日
隆
教
学
を
読
み
解
く
鍵
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
た
の
は
大
変
興
味
深
か
っ
た
。 

 

更
に
、
今
回
、
大
平
先
生
は
、「
日
隆
教
学
の
諸
問
題
と
特

色
」
と
し
て
、
当
学
林
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
く
だ

さ
る
形
で
、「
本
門
八
品
正
意
論
」
「
法
体
二
重
説
と
法
体
三

重
説
」「
四
重
興
廃
説
」「
教
判
と
本
迹
」「
教
主
釈
尊
と
顕
本

論
」
の
項
目
を
立
て
、
一
々
に
つ
い
て
多
面
的
に
概
説
し
て

５ 



 

 

く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
総
括
的
に
日
隆
教
学
の
全
体
系
や

教
観
論
上
の
構
図
、
あ
る
い
は
教
学
樹
立
上
の
根
底
に
あ
る

末
法
下
機
の
直
視
と
い
う
観
点
に
つ
い
て
、
貴
重
な
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

講
義
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
「
宗
学
」
の
意
義
を
「
宗(

む

ね
）
と
す
べ
き
学
」
と
語
ら
れ
、
聴
講
者
全
員
に
宗
学
す
る

者
の
有
り
様
に
つ
い
て
再
確
認
を
求
め
ら
れ
た
。
大
平
先
生

の
説
得
力
あ
る
言
葉
に
、
思
い
を
新
た
に
し
た
聴
講
者
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

総
じ
て
、
聴
講
者
か
ら
、
敬
虔
・
真
摯
な
求
道
者
と
し
て

の
大
平
先
生
の
ご
姿
勢
、
そ
し
て
温
厚
篤
実
な
お
人
柄
に
魅

せ
ら
れ
た
旨
の
感
想
が
多
く
、
主
催
者
側
一
同
、
素
晴
ら
し

い
半
日
集
中
講
座
を
開
設
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
を
大
変
誇
ら

し
く
思
っ
て
い
る
。
ご
繁
忙
の
中
、
貴
重
な
お
時
間
を
頂
戴

し
ま
し
た
大
平
先
生
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

              

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（（敬
称
略
） 

 

個
人
会
員 

 

※
１
口 

一
万
円 

６
口 

柴
山 

信
行 

６
口 

持
田 

貫
信 

６
口 

佐
古 

弘
純 

３
口 

竹
内 

敬
雅 

３
口 

村
上 

東
俊 

２
口 

鈴
木 

正
厳 

２
口 
間
宮 

啓
壬 

２
口 

菅
野 
博
史 

１
口 

藤
本 

坦
孝 

１
口 

澁
澤 

光
紀 

１
口 

菊
地 

大
樹 

１
口 

丁
田 

泰
昌 

１
口 

西
山 

英
仁 

１
口 

松
本 

史
朗 

１
口 

長
谷
川
正
浩 

１
口 

中
野 

顕
昭 

１
口 

佛
立
研
究
所 

１
口 

匿
名
希
望 

 法
人
会
員 

 
 

※
１
口 

五
万
円 

２
口 

善
龍
寺 

２
口 

光
厳
寺 

２
口 

公
益
財
団
法
人
東
洋
哲
学
研
究
所 

２
口 

本
國
寺 

２
口 

持
法
寺 

１
口 

顕
本
法
華
宗 

経
胤
寺 

１
口 

摩
耶
寺 

１
口 

天
龍
寺 

  

賛
助
会
員
一
覧 
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【法華コモンズ仏教学林 平成 30年度後期講座の一覧】 
 

会 場：新宿常円寺「祖師堂地階ホール」新宿区西新宿 7-12-5 寺務所 ☎03（3371）1797 

受講料：１期分 12,000 円（半年間６回） ※１回のみ聴講は 3,000 円 

「歴史から考える日本仏教② 《顕密問題》を考える」 講師 菊地 大樹 先生 

第１講 「顕密」問題の基本形         10 月 16日※毎月第３火曜日18：30～ 

第２講 平安時代における「顕密」関係の成立  11 月 20日 

第３講 鎌倉時代と顕密仏教・顕密体制     12 月 18日 

第４講 日蓮の真偽未決遺文と「顕密」  2019年 1月 15日 

第５講 もうひとつの「鎌倉新仏教」―「禅」僧東福寺円爾・聖一派と「顕密」― 2 月 19日 

第６講 日本史のなかの「顕密」―近世近代を視野にいれて― 3 月 19日 

法華仏教講座 ―６人の講師による６回の特別講義― 

第１講 「日蓮聖人と密教」     講師：川﨑 弘志 先生 

【日  時】平成 30 年 10 月 20 日（土）午後 4 時～6 時  

第２講 「《蓮密》をめぐる諸考察」  講師：上杉 清文 先生                  

【日  時】11 月 17 日（土）午後 4 時～6 時 

第３講 「日蓮聖人の本仏論は仏教に非ざる基体説か」講師：花野 充道 先生                     

【日  時】12 月 15 日（土）午後 4 時～6 時 

第４講 「法華経の誕生をめぐって―梵語写本が示すこと」講師：石田 智宏 先生  

【日  時】1 月 19 日（土）午後 4 時～6 時 

第５講 「創価学会と公明党の歴史と課題」 講師：中野 毅 先生 

【日  時】2 月 16 日（土）午後 4 時～6 時          

第６講 「日陣の教義をめぐって」    講師：鈴木正厳 先生 

【日  時】3 月 16 日（土）午後 4 時～6 時 

「『法華経』『法華文句』講義」講師 菅野 博史 先生 

 

※原則 第 4 月曜日（4 月、6 月、8 月、12 月は別）午後 6 時 30 分～8 時 30 分 

第５回 ８月２０日     第８回 11 月 26 日      第 10 回 1 月 28 日（2019 年） 

第６回 ９月２４日     第９回 12 月 17 日      第 11 回 2 月 25 日  〃 

第７回 10 月 29 日                    第 12 回 3 月 25 日  〃 

特別集中講義  講師 渡邊 寶陽 先生 

第一講 「日蓮聖人の地獄観」 ／ 第二講 「『観心本尊抄』鑽仰」 
 

第一講「日蓮聖人の地獄観」 11 月 24 日（土） 午後３時～５時  

第二講「『観心本尊抄』鑽仰」12 月 8 日（土） 午後３時～5 時  

受講料：各１回 3,000 円 
 

   《受講申込み》 メールアドレス ⇒ hokkecommons＠gmail.com 

FAX⇒ 042-627-7227 ／ ブログ⇒ http://hokke-commons.jp 
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《
年
間
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い
》 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
は
、
日
蓮
門
下
の
次
代
の
担
い

手
の
た
め
の
「
開
か
れ
た
学
び
の
場
」
と
し
て
、
平
成
２
８

年
４
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
学
林
の
前
身
と
し

て
、
「
日
蓮
仏
教
の
再
歴
史
化
（
蘇
生
）
」
を
理
念
と
し
て

１
１
年
間
に
わ
た
り
活
動
を
繰
り
広
げ
た
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
究
会
と
、
日
蓮
門
下
全
体
か
ら
執
筆
陣
を
そ
ろ
え
て
平

成
の
日
蓮
研
究
の
集
大
成
を
果
た
し
た
『
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
』

と
い
う
２
つ
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
成
果
を
受
け
て
、

広
く
仏
教
・
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
の
思
想
と
そ
の
実
践
を
学

ぶ
た
め
の
開
か
れ
た
共
有
地
（
コ
モ
ン
ズ
）
と
し
て
、
本
学

林
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
開
講
よ
り
今
日
ま
で
、

各
方
面
か
ら
好
評
の
お
声
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
本
学
林
の
運
営
は
受
講
料
の
み
で
の
自

転
車
操
業
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
皆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
後
も
優
れ
た
講
師
に
よ
る
有

意
義
な
講
座
を
開
設
し
、
貴
重
な
講
義
録
の
書
籍
化
な
ど
を

続
け
る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
経
済
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が

開
講
以
来
の
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、
３
年
目
と
な
る
今
年

度
よ
り
「
年
間
賛
助
会
員
（
個
人
・
団
体
）
」
を
募
っ
て
、

ご
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
方
に
は
ぜ
ひ
本
学
林
の
意
義
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
下
記
の
要
領
に
て
「
年
間
賛
助
会
員
」

に
お
申
し
込
み
頂
き
、
本
学
林
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。
本
学
林
が
未
来
の
日
蓮
門
下
全
体
の
た
め
の
一
役

を
担
え
る
組
織
と
し
て
永
続
で
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
の
御

理
解
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
春
の
前
期
講
座
の
時
点
で
、
す
で
に
ご
賛
助
頂
い

た
方
の
ご
芳
名
を
感
謝
を
込
め
て
６
頁
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
匿
名
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

【
年
間
賛
助
会
員 

加
入
申
込
み
に
つ
い
て
】 

◯ 

個
人
会
員
―
年
間
１
口
（
１
万
円
） 

◯ 

法
人
・
団
体
会
員
―
年
間
１
口
（
５
万
円
） 

《
お
申
込
み
年
度
の
特
典
》
と
し
て 

１
、
個
人
会
員
で
６
口
以
上
の
方
に
は
、
会
員
の
み
使
え

る
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
受
講
証
を
差
し
上
げ
ま
す 

２
、
法
人
・
団
体
会
員
で
は
２
口
で
、
誰
で
も
使
え
る
年

間
フ
リ
ー
パ
ス
受
講
証
を
差
し
上
げ
ま
す 

※
「
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
受
講
証
」
は
、
開
設
の
全
て
の
講

座
を
一
年
間
全
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

間
で
６
つ
の
連
続
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
料

は
七
万
二
千
円
（
一
講
座
一
万
二
千
円×

６
）
で
す
の

で
、
大
変
お
得
で
す
。 

 
⚫

申
込
み
頂
け
る
方
は
、
右
の
内
容
を
書
い
て
、
表
紙
タ

イ
ト
ル
ま
た
８
頁
下
記
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
ブ
ロ
グ
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

★ 

個
人
か
法
人
か
、
ま
た
何
口
か
を
明
記 

★ 

名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
メ 

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記 

以
上
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

《
『
法
華
コ
モ
ン
ズ
通
信
』
に
つ
い
て
》 

今
年
度
よ
り
賛
助
会
員
ま
た
受
講
生
の
皆
さ
ま
と
の
交
流

を
は
か
る
場
と
し
て
、
『
法
華
コ
モ
ン
ズ
通
信
』
を
８
月
と

２
月
の
年
二
回
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
創
刊
号
で
は
、
本
年
度
の
前
期
講
座
の
報
告
を
中
心

と
し
て
、
後
期
講
座
の
お
知
ら
せ
や
賛
助
会
員
の
お
願
い
な

ど
で
編
集
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
受
講
生
の
皆
さ
ま
の
各
講

座
へ
の
受
講
感
想
や
、
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
を
掲
載
し
て
、

交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。 

ま
た
、
申
込
み
受
付
が
始
ま
っ
た
今
年
度
の
後
期
講
座
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
詳
し
い
パ
ン
フ
が
出
来
て
い
ま
す
。
受

講
い
た
だ
い
て
い
る
講
座
の
受
付
時
や
事
務
局
申
込
み
な
ど

で
パ
ン
フ
を
入
手
し
て
ご
参
照
の
う
え
、
お
早
め
に
後
期
講

座
の
受
講
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
今
後
と
も
『
法
華
コ
モ
ン
ズ
通
信
』
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
事
務
局
） 

  

事
務
局
よ
り 

『
法
華
コ
モ
ン
ズ
通
信
』
創
刊
号 

 

◯
発
行
日
― 

平
成
三
〇
年
八
月
一
日 

 

◯
編
集
発
行
―
法
華
コ
モ
ン
ズ
佛
教
学
林 

 

◯
発
行
所
― 

法
華
コ
モ
ン
ズ
佛
教
学
林 

事
務
局 

 

一
九
二-

〇
〇
五
一 

東
京
都
八
王
子
市
元
本
郷
町
一-

一-

九 

 
 

 
 

 
 

 
 

F
a
x
 

〇
四
二-

六
二
七-

七
二
二
七 
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